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伊
勢
国
村
落
の
年
中
行
事
と
豪
農
の
生
活

ー
伊
勢
国
三
重
郡
八
王
子
村
を
事
例
に
—

本
稿
は
、
伊
勢
国
三
重
郡
八
王
子
村
を
対
象
に
し
て
、
村
落
で
の
年
中
行
事
や

そ
こ
に
居
住
し
た
豪
農
の
日
常
生
活
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

村
落
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
一
九
五

0
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
の
進
展

に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
、
村
落
共
同
体
の
解
体
な
ど
の
進
行
と
と
も
に
展
開
さ

れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
村
請
制
論
•
本
百
姓
論
・
年
貢
諸
役
論

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
領
主
と
の
関
係
や
村
落
内
で
の
階
層
構
造
な
ど
の
分
析
、
事
件

な
ど
村
で
の
非
日
常
の
有
り
様
を
解
明
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
そ
こ
に
居
住
す
る
村
民
の
仕
事
や
娯
楽
な
ど
の
日
常
生
活
の
様
子
、
年

中
行
事
な
ど
儀
礼
や
信
仰
、
さ
ら
に
は
村
落
内
で
の
人
々
の
交
流
や
文
化
活
動
に

焦
点
を
当
て
た
研
究
は
少
な
く
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
民
俗
学
分
野
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
研
究
の
多
様
化
や
史
料
整
理
法
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
一
九
八
〇

年
代
以
降
、
村
落
生
活
史
の
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、

高
橋
敏
氏
の
上
野
国
の
一
村
落
を
事
例
と
し
た
、
近
世
の
村
落
生
活
や
文
化
に
焦

(
1
)
 

点
を
当
て
た
研
究
、
大
藤
修
氏
の
関
東
村
落
を
事
例
に
村
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

(
2
)
 

に
も
注
目
し
た
論
考
、
木
村
礎
氏
の
茨
城
県
西
部
を
対
象
と
し
た
村
落
景
観
研
究

(
3
)
 

及
び
村
落
生
活
史
研
究
、
さ
ら
に
、
定
兼
学
氏
の
岡
山
藩
領
域
の
農
漁
村
・
都
市

は
じ
め
に

藤

谷

彰

(
4
)
 

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
生
活
文
化
に
関
す
る
研
究
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
人
々
の
生
活
や
年
中
行
事
な
ど
日
常
に
焦
点
を
当
て
、
い
わ
ゆ
る
民
俗
学

・
社
会
学
の
論
点
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
の
関
係
か
ら
、
日
記
を
用
い
て
農
民
の
生
活
や
年
中
行
事
な
ど
、

(

5

)

(

6

)

（

7
)
 

日
常
の
様
子
を
表
し
た
も
の
に
、
水
本
邦
彦
氏
、
大
藤
修
氏
、
藪
田
貫
氏
ら
の
論

(

8

)

(

9

)

 

考
が
あ
る
。
さ
ら
に
山
本
光
正
氏
、
成
松
佐
恵
子
氏
は
、
日
記
を
素
材
に
、
い
わ

ゆ
る
私
文
書
を
駆
使
し
て
一
村
落
の
日
常
は
勿
論
、
非
日
常
ま
で
含
め
た
ト
ー
タ

ル
な
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

(
1
 o) 

本
稿
で
は
、
伊
勢
国
八
王
子
村
の
年
寄
で
あ
っ
た
小
林
家
の
「
出
入
日
記
帳
」

を
も
と
に
し
て
、
年
中
行
事
や
農
民
の
日
常
生
活
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、
近
年
の

(
1
1
)
 

民
俗
学
・
社
会
学
で
の
成
果
も
意
識
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
た
だ
、

あ
く
ま
で
事
例
紹
介
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

八
王
子
村
の
村
況
と
小
林
家
文
書
に
つ
い
て

（
一
）
支
配
者
の
変
遷
と
村
況

ま
ず
、
分
析
対
象
と
な
る
伊
勢
国
八
王
子
村
の
概
況
を
見
て
み
よ
う
。
八
王
子

(
1
2
)
 

村
は
、
文
禄
三
年
(
-
五
九
四
）
に
は
、
岡
崎
城
主
田
中
吉
政
の
支
配
、
慶
長
六

〈

1
3
)

年
（
一
六

0
1

)

に
は
、
本
多
家
支
配
の
桑
名
藩
領
と
な
り
、
そ
れ
以
降
も
藩
主

(
1
4〉

の
交
代
は
あ
っ
た
が
、
文
政
六
年
(
-
八
二
三
）
ま
で
桑
名
藩
領
だ
っ
た
。

文
政
六
年
に
桑
名
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
忠
党
が
武
蔵
国
忍
へ
転
封
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
八
王
子
村
は
忍
藩
領
の
飛
地
と
な
り
、
さ
ら
に
、
天
保
十
三
年
(
-
八

四
二
）
に
は
、
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
上
知
さ
れ
、
信
楽
代
官
多
羅

ニ
八



尾
氏
管
轄
の
幕
領
と
な
っ
た
。
幕
領
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
ま
で
続
き
、
忍

藩
の
支
配
地
替
え
に
伴
っ
て
、
同
四
年
八
王
子
村
は
再
び
忍
藩
領
と
な
り
、
明
治

(
1
5
)
 

維
新
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
間
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
近
世
中
期
か
ら
八
王
子
村
の
庄
屋
で
あ

っ
た
豊
田
氏
が
大
庄
屋
や
代
官
に
取
り
立
て
ら
れ
、
桑
名
藩
領
三
重
郡
筋
支
配
を

(
1
6
)
 

行
っ
て
い
た
こ
と
や
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
八
王
子
村
を
含
む
三
重
郡
の

(
1
7
)
 

七
か
村
が
忍
藩
領
と
な
っ
た
こ
と
で
、
八
王
子
村
に
「
八
王
子
村
御
用
所
」
が
置

か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

(
1
8
)
 

次
に
八
王
子
村
の
概
況
を
宝
永
八
年
（
一
七
―
一
）
「
八
王
子
村
指
出
し
帳
」

か
ら
見
て
み
よ
う
。
「
村
指
出
し
帳
」
で
は
、
八
王
子
村
の
石
高
は
四
八
四
石
四

斗
一
合
、
総
面
積
は
四
六
町
二
反
七
畝
、
田
畑
の
割
合
は
田
が
三
八
六
石
二
斗
七

升
三
合
、
三
三
町
二
反
五
畝
二
八
歩
、
畑
・
屋
敷
は
九
八
石
一
斗
二
升
八
合
、
一

三
町
一
畝
二
歩
、
そ
の
割
合
は
石
高
比
で
八

0
対
二

0
、
面
積
比
で
七
二
対
二
八

と
な
り
、
田
方
勝
ち
の
村
で
あ
っ
た
。
特
に
下
田
、
下
々
田
が
村
の
田
方
の
六
〇

％
を
占
め
て
お
り
、
畑
方
も
同
様
で
下
々
畑
、
下
田
の
割
合
が
高
い
村
だ
っ
た
。

村
に
課
せ
ら
れ
た
租
税
等
に
関
し
て
は
、
山
手
米
、
夫
米
、
口
米
、
麦
、
稗
、

大
豆
、
畑
方
金
、
餅
籾
、
草
代
銀
、
藁
、
刈
大
豆
葉
、
す
ぐ
り
藁
、
夫
金
、
茶

代
、
渋
代
、
助
馬
金
、
小
竹
な
ど
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
家
数
や
人
数

は
、
家
数
―
一
五
軒
、
人
数
五
七
九
人
、
本
百
姓
六
六
軒
、
三
七
一
人
、
名
子
、

水
呑
百
姓
が
四
九
軒
、
二

0
八
人
で
、
こ
の
地
域
の
平
均
的
な
村
の
様
相
を
呈
す

る。（
二
）
小
林
家
と
「
出
入
日
記
帳
」
に
つ
い
て

今
回
の
分
析
に
あ
た
り
、
幕
末
期
に
八
王
子
村
の
年
寄
で
あ
っ
た
小
林
家
に
所

二
九

(
1
9
)
 

蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
の
「
出
入
日
記
帳
」
を
用
い
る
。
そ
の
日
記
は
横
帳
形
態
の

冊
子
で
、
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
、
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
、
同
六
年
、
十

二
年
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
小
林
藤
十
郎
の

筆
に
よ
る
安
政
六
年
分
を
中
心
に
分
析
を
行
う
。

ま
ず
、
「
出
入
日
記
帳
」
の
冒
頭
部
分
を
示
し
て
み
る
と
、

〔
史
料
一
〕
未
年
始
り

元
日
晴
天
也
、
近
年
ー
ー
不
覚
稀
な
る
上
天
気
也
、
今
年
ハ
村
方
も
殊
之
外
早

く
年
礼
為
相
済
、
吉
川
同
道
二
而
谷
三
ケ
村
江
礼
い
た
し
、
東
日
野
瓦
屋
庄

助
殿
時
冬
苗
字
他
所
帯
刀
御
免
二
相
成
候
間
、
予
も
年
礼
二
行
。

二
日
晴
天
也
、
今
日
者
早
朝
ん
書
初
い
た
し
、
其
後
豊
田
主
人
と
い
碁
相
戦

い
た
し
申
候
。

（
中
略
）

五
日
晴
天
也
、
夜
前
少
し
雨
降
今
朝
快
晴
い
た
し
、
宗
左
衛
門
方
・
儀
左
衛

門
嫁
取
い
た
し
候
二
付
、
家
内
之
口
よ
は
れ
て
行
。

出

弐

朱

卜

弐

匁

五

分

宗

左

衛

門

へ

折

代

壱

朱

信

濃

屋

へ

祝

儀

壱

分

作

七

へ

わ

板

代

遣

し

水
沢
忠
左
衛
門
車
運
上

（
後
略
）

と
あ
る
。
こ
の
日
記
帳
は
、
表
題
に
「
出
入
日
記
帳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
①
金
銭

出
入
の
勘
定
帳
と
②
日
々
の
日
記
と
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
気
の
記
述

か
ら
始
ま
り
、
毎
日
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
に
よ
っ
て
は
金
銭
出
入
勘

定
も
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
は
小
林
家
の
金
銭
出
入
勘
定
の

入

壱
両

出 出



様
子
は
勿
論
、
小
林
家
の
日
々
の
く
ら
し
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
小
林

家
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
様
相
も
つ
か
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
記
述

の
中
に
は
「
晴
天
也
」
（
正
月
十
八
日
条
）
の
よ
う
な
天
候
に
関
す
る
記
事
の
み

の
箇
所
も
あ
る
。
し
か
し
、
天
気
の
記
事
は
、
毎
日
の
出
来
事
を
書
き
記
す
前
に

必
ず
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
小
林
家
を
含
む
農
民
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
意

(
2
 o) 

味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
年
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
貸
付
金
や
借
用
金

の
精
算
等
、
金
銭
出
入
り
に
関
す
る
記
述
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
記
は
通
常
、
役
務
に
関
し
て
書
か
れ
る
公
的
日
記
と
私
的
な
立
場

か
ら
書
か
れ
る
日
記
が
あ
る
が
、
こ
の
日
記
は
そ
の
内
容
な
ど
か
ら
私
的
立
場
か

ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

村
の
年
中
行
事
と
生
活

こ
の
章
で
は
、
第
一
章
を
受
け
て
八
王
子
村
の
年
中
行
事
や
そ
こ
に
居
住
し
た

年
寄
小
林
家
の
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
一
）
八
王
子
村
の
年
中
行
事

1

村
の
休
日

先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
休
日
は
、
農
事
や
祭
礼
な
ど
村
の
慣
習
や

行
事
に
合
わ
せ
て
各
村
で
決
め
て
い
た
こ
と
、
地
域
に
よ
り
差
が
見
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
美
濃
国
西
条
村
で
は
年
間
約
二
十
五

(
2
1
)

（

2
2
)
 

日
、
信
州
地
域
で
は
三
十
＼
八
十
日
で
あ
っ
た
と
の
報
告
も
あ
る
。
ま
た
、
紀
伊

(
2
3
)
 

国
大
俣
村
で
は
幕
末
期
に
十
六

S
十
九
日
だ
っ
た
。

八
王
子
村
の
場
合
は
、
「
出
入
日
記
娠
」
で
確
認
し
て
み
る
と
、
四
月
十
七
日

に
「
今
日
村
方
休
日
也
」
、
五
月
二
十
七
日
に
「
当
村
野
上
り
休
ミ
い
た
し
」
、

（
日
脱
力
）

十
一
月
二
日
に
「
今
村
方
休
日
也
」
と
三
日
間
の
休
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
雨
天
に
よ
る
休
日
で
は
な
く
、
農
事
仕
上
げ
の
休
息
と
い
う
意
味
合
い
の

休
日
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
ほ
か
に
も
休
日
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
二
月
五

日
の
初
午
祭
の
日
は
、
社
参
を
し
、
稲
荷
様
へ
お
供
え
を
し
た
り
、
客
と
い
っ
し

ょ
に
飲
酒
を
し
て
い
る
。
ま
た
翌
日
は
終
日
雨
が
降
っ
た
た
め
、
来
客
と
囲
碁
を

し
て
い
る
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
の
二
日
間
は
休
み
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
七
月

二
日
は
曇
り
だ
っ
た
が
、
来
客
が
あ
り
「
終
日
遊
び
居
」
と
あ
る
。
七
月
十
七
日

は
「
次
盆
」
で
、
酒
を
買
っ
て
村
人
に
呑
ま
せ
、
自
身
は
豊
田
氏
と
終
日
囲
碁
を

し
て
い
る
。
こ
の
二
日
間
も
休
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
八
王
子
村
の
場
合
、
農
事
に
関
連
し
た
労
働
休
日
の
三
日
間
の

ほ
か
に
、
村
の
祭
礼
や
天
候
と
の
関
連
で
何
日
が
か
休
日
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

(
2
4
)
 

る。

村
の
祭
と
行
事

次
に
八
王
子
村
に
あ
っ
た
祭
行
事
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
祭
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
二
月
五
日
に
「
初
午
祭
」
が
あ

り
、
小
林
家
は
そ
の
日
社
参
を
し
、
身
内
に
厄
年
の
女
子
が
い
た
こ
と
で
、
厄
祝

い
と
し
て
稲
荷
様
に
酒
・
赤
飯
な
ど
を
奉
納
し
て
い
る
。

七
月
十
四
日
は
「
若
者
供
段
々
増
長
い
た
し
居
候
二
付
、
お
と
り
之
儀
者
今
夕

為
相
見
合
候
」
と
踊
り
を
延
期
し
て
い
る
。
翌
日
に
は
「
今
夕
お
ど
り
為
致
、
若

者
供
十
人
計
豊
田
へ
呼
出
し
、
平
生
心
得
方
申
付
候
事
」
と
、
夕
方
に
踊
り
を
し

2
 

こう



流
行
病

安
政
六
年
は
流
行
病
の
当
た
り
年
だ
っ
た
。
流
行
病
に
は
コ
レ
ラ
・
麻
疹
．
傷

寒
．
疱
癒
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
年
は
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
各
地
で
安
全
祈
願
の

(
2
6
)
 

祈
祷
が
行
わ
れ
た
。
八
王
子
村
で
も
八
月
二
十
七
日
に
「
此
頃
こ
ろ
り
病
流
行
二

付
当
村
江
古
市
場
神
主
頼
氏
神
へ
御
祈
穂
相
掛
り
、
今
日
ん
七
日
御
頼
申
上
候
」

と
、
神
主
を
頼
み
、
氏
神
へ
七
日
間
の
祈
願
を
し
て
い
る
。
祈
願
の
終
わ
っ
た
九

月
四
日
に
は
、
「
今
日
流
行
病
除
之
御
祈
祷
七
日
め
二
而
古
市
場
神
主
相
頼
、
氏

神
江
御
き
と
う
、
一
統
参
場
致
し
宮
様
二
て
酒
壱
斗
五
升
地
下
中
へ
為
呑
、
銘
々

御
札
受
、
又
村
端
へ
も
御
札
立
申
候
」
と
、
祈
祷
始
め
と
同
じ
神
主
を
頼
み
、
氏

神
様
へ
村
人
一
同
が
参
詣
し
、
そ
の
あ
と
神
社
で
酒
一
斗
五
升
を
村
人
た
ち
と
呑

み
、
さ
ら
に
銘
々
が
村
端
へ
祈
祷
札
を
立
て
に
行
っ
た
。
な
お
、
八
王
子
村
で
は

3
 

て
い
る
が
、
若
者
た
ち
を
庄
屋
（
豊
田
）
宅
へ
呼
び
「
平
生
心
得
方
」
を
申
し
付

け
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
若
者
た
ち
が
祭
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と

も
に
、
こ
の
時
期
村
の
規
律
を
乱
す
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
七
月
二
十
日

に
は
「
山
神
祭
」
を
行
い
、
翌
日
夕
方
に
「
次
祭
り
芳
お
ど
り
計
り
い
た
さ
れ
」

と
山
神
祭
に
ち
な
ん
だ
踊
り
が
行
わ
れ
た
。

八
月
十
二
日
に
は
雨
天
の
た
め
「
の
ぼ
り
建
て
」
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の

日
に
は
東
日
野
村
の
獅
子
舞
の
若
者
が
来
た
の
で
、
彼
ら
に
酒
二
升
・
切
手
（
お

金
の
一
種
）
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。
の
ぼ
り
建
て
は
翌
十
三
日
に
終
わ
り
、
提
灯

を
灯
し
た
。
さ
ら
に
十
四
日
の
夕
方
に
は
「
宮
様
へ
上
て
い
ち
ん
い
た
し
、
若
者

お
ど
り
い
た
し
」
と
神
社
へ
提
灯
を
灯
し
、
若
者
た
ち
が
踊
り
を
し
て
い
る
。
八

王
子
村
の
祭
礼
は
二
月
の
初
午
祭
と
七
・
八
月
の
山
神
祭
や
盆
踊
り
が
中
心
で
あ

っ
た
。

コ
レ
ラ
に
よ
る
死
者
は
で
て
い
な
い
が
、
近
村
で
は
死
者
が
出
た
。
そ
の
際
に
は

お
悔
や
み
を
差
し
控
え
、
追
っ
て
お
悔
や
み
に
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
九
月
十
一
日
条
）
。

士
地
（
株
田
）
の
割
り
替
え

桑
名
藩
で
は
近
世
中
期
、
奥
平
松
平
氏
入
封
後
か
ら
土
地
の
平
均
化
を
目
的

に
、
土
地
の
一
部
を
村
人
同
士
で
交
換
す
る
土
地
割
り
替
え
制
度
が
行
わ
れ
て
い

(
2
7
)
 

た
。
こ
れ
を
「
株
地
制
度
」
と
い
っ
た
。
八
王
子
村
で
も
、
日
記
の
中
に
株
地
割

(
2
8
)
 

に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
忍
藩
領
の
村
々
で
も
、
そ
れ
が
継
続
さ
れ
て
い
る

の
は
、
領
主
（
大
名
）
が
同
じ
で
あ
る
た
め
に
、
桑
名
藩
時
代
の
制
度
が
引
き
継

が
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
の
作
業
は
、
安
政
六
年
の
場
合
、
八
月
六

S
九
日
頃
ま
で
四
日
間
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

(
2
9
)
 

〔
史
料
二
〕

八
月
六
日
今
日
村
方
一
統
株
替
い
た
し
候
二
付
、
豊
田
二
而
集
会
い
た
し
。

（
下
略
）

八
月
七
日
晴
天
也
、
今
日
も
株
か
ヘ
ニ
付
地
下
方
へ
出
、
集
会
い
た
し
、
今

日
な
ら
し
丈
相
済
。

八
月
八
日
此
頃
長
瀬
日
和
ー
ー
な
り
、
夜
前
頃
夕
立
い
た
し
、
今
日
予
ハ
地
下

二
而
三
役
人
寄
合
い
た
し
、
株
田
わ
り
合
相
談
い
た
し
。
（
下
略
）

八
月
九
日
夜
前
夕
立
い
た
し
、
大
こ
ん
上
し
め
り
也
、
今
日
も
く
も
り
、
少

し
雨
ふ
ル
、
予
ハ
地
下
へ
出
ル
。
（
下
略
）

ま
た
、
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
に
は
、
八
月
九
＼
十
三
日
に
か
け
て
、
そ
の

記
事
が
見
ら
れ
る
。

4
 



こ
こ
で
は
、
村
役
人
と
し
て
の
小
林
家
、
及
び
小
林
家
の
日
常
生
活
の
様
子
を

捉
え
て
み
た
い
。

村
役
人
と
し
て
の
活
動
（
表
1
)

小
林
家
の
村
役
人
と
し
て
の
仕
事
は
、
正
月
元
日
に
村
方
の
年
頭
挨
拶
を
受
け

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
「
谷
三
ケ
村
（
室
山
・
西
日
野
・
東
日
野
村
）
」

へ
の
年
頭
挨
拶
を
し
て
い
る
。
十
日
に
は
「
大
矢
知
御
組
三
人
廻
在
被
致
、
八
王

子
御
昼
口
也
」
と
大
矢
知
組
三
人
の
廻
在
の
世
話
を
し
て
い
る
。
二
月
に
は
三
日

ー （
二
）
小
林
家
の
地
域
活
動
と
生
活

八
月
九
日
晴
天
也
、
今
日
村
方
株
な
ら
し
始
ル
、
四
日
市
西
町
く
し
や
田
地

一
件
二
付
来
ル
。

八
月
十
日
晴
天
也
、
地
下
へ
出
ル
、
株
な
ら
し
也
、
是
迄
ー
ー
な
ら
し
、
昼
後

六
人
役
案
内
二
而
口
伐
り
二
行
、
役
人
ハ
田
方
割
合
い
た
し
。

八
月
十
一
日
雨
天
也
、
予
地
下
へ
出
ル
。

（
中
略
）

八
月
十
三
日
少
々
夕
立
日
也
（
中
略
）
昼
後
村
方
株
田
く
し
引
い
た
し
、
予

出
勤
致
し
。
（
下
略
）

八
王
子
村
で
は
、
幕
末
＼
明
治
初
期
に
は
八
月
に
士
地
の
割
り
替
え
（
株
替
）

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
作
業
は
、
「
株
な
ら
し
」
（
土
地
の
平
均

化
作
業
）
を
し
、
そ
の
あ
と
「
く
し
引
」
に
よ
っ
て
「
株
田
」
を
割
り
当
て
て
い

(
3
1
)
 

た
の
で
あ
る
。

(
3
 o) 

〔
史
料
三
〕

表1村役人としての活動
月 事項（事項の前は日付）

1 1. 年礼/8.村方物極/10.大矢知組三人廻在/13.宗左衛門身代相談

2 3. 帳面持え/23.24. 羽木村金談一件、年賦金勘弁

3 26. 運上金相談

4 7. 地下方宗判取/19.室山村法蔵寺棟上式

5 29. 大水川見分

6 1. 大水川見分

7 9. 早稲米年貢振り込み取引/14.谷へ礼/15.若者平生心得方申付

8 4. 盗物一件大矢知行/6~9.村方株替え/23.頼母子休み願受け/29.積立講取り集め

9 13. (14). 地下中道作り立ち会い/19.橋金算用/29.頼母子休み頼み参り

10 21. 六人衆不作願/22.地下不作願相談

11 1. 米計り/8.地下米計り/19~21.地下算用/25.26. 30. (地下算用力）

12 1. 未進詰め/5.地下過米渡し/12.水沢村一件相談/18.免状貰いに大矢知行く/19.高役金取り集め/24.地下にて講金割合

「安政6年出入日記帳」による。 9/14は小林氏は風邪のため欠席、 11/25.26.30は「地下へ出る」とあるが、年貢算用か。

六
ー
九
日
の
四
日
間
で
、
士
地

交
換
作
業
で
あ
る
「
株
替
え
」

に
帳
面
持
え
、
二
十
三
・
ニ
十

四
日
に
声
和
村
の
甚
左
衛
門
の

年
賦
金
の
相
談
や
減
額
を
行
っ

て
い
る
。

三
月
に
は
運
上
金
の
相
談
を

し
、
四
月
七
日
に
は
「
宗
判

取
」
と
宗
門
人
別
改
帳
の
判
取

り
に
立
ち
会
い
、
十
九
日
に
は

室
山
村
法
蔵
寺
の
棟
上
げ
式
に

招
か
れ
、
酒
飯
な
ど
を
ご
ち
そ

う
さ
れ
て
い
る
。

五
月
晦
日

S
六
月
一
日
か
け

て
、
晦
日
の
大
雨
に
よ
る
川
の

増
水
の
た
め
、
村
人
と
と
も
に

川
見
分
に
出
向
い
て
い
る
。
こ

の
年
の
大
雨
は
大
事
に
至
ら
な

か
っ
た
。
小
林
氏
も
「
安
心
仕

候
」
と
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
様

(
3
2
)
 

子
が
う
か
が
え
る
。

八
月
に
は
、
盗
品
の
一
件
で

忍
藩
の
大
矢
知
役
所
へ
出
向

き
、
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に



2
 

を
村
役
人
・
村
人
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
。
九
月
十
三
・
十
四
日
に
は
、

だ
け
瀬
古
道
作
り
の
立
ち
会
い
を
し
て
い
る
。

十
月
に
は
、
米
収
穫
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
村
方
の
不
作
願
い
の
相
談
を

し
て
い
る
。
十
一
月
上
旬
に
は
年
貢
米
納
入
が
本
格
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
米

計
り
作
業
の
立
ち
会
い
を
、
下
旬
に
は
年
貢
米
算
用
を
行
っ
て
い
る
。

十
二
月
に
入
り
、
未
進
米
・
過
米
の
算
用
を
し
、
十
八
日
に
は
「
免
状
」
（
年

貢
割
付
状
）
を
大
矢
知
役
所
へ
貰
い
に
行
き
、
翌
十
九
日
に
は
村
人
の
所
持
高
に

対
し
て
課
せ
ら
れ
た
「
高
役
金
」
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

小
林
家
の
村
役
人
役
務
の
中
心
は
、
庄
屋
と
協
力
の
上
で
、
年
頭
挨
拶
の
よ
う

な
儀
礼
、
耕
作
地
交
換
作
業
、
村
方
へ
課
せ
ら
れ
た
年
貢
米
納
入
・
算
用
事
務
で

あ
り
、
藩
と
村
の
仲
立
ち
す
る
役
務
を
担
っ
て
い
た
。

農
業
経
営

こ
の
項
目
で
は
小
林
家
の
農
業
経
営
を
見
て
い
く
。
こ
の
事
例
は
、
小
林
家
の

農
業
経
営
の
様
相
で
あ
る
が
、
日
記
に
は
「
今
日
中
二
而
当
村
一
同
田
植
い
た

し
」
（
五
月
二
十
二
日
条
）
の
よ
う
な
記
事
も
見
ら
れ
、
村
と
個
人
は
水
の
問
題

や
村
の
慣
習
な
ど
と
深
い
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
項
目
は
八

王
子
村
農
民
の
農
事
に
も
通
じ
る
も
の
で
も
あ
る
。

小
林
家
の
農
作
業
は
自
作
農
の
部
分
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
を
雇
用
し
て

耕
作
さ
せ
る
も
の
で
、
地
主
と
し
て
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
小
林
家
に
は
常
時
の

(
3
3
)
 

奉
公
人
と
農
繁
期
に
の
み
雇
わ
れ
る
人
が
い
た
。

さ
て
、
「
出
入
日
記
帳
」
か
ら
小
林
家
の
農
事
に
関
す
る
記
事
を
、
月
毎
（
旧
(
3
4
)
 

暦
）
に
抽
出
し
た
も
の
が
表

(
2
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
田
・
畑
・
山
作
業
に

分
け
て
見
て
い
く
。

一
日

田
の
作
業
は
、
三
月
下
旬
の
苗
場
作
り
な
ど
田
植
え
準
備
か
ら
始
ま
り
、
四
・

五
月
に
は
田
植
え
を
行
っ
た
。
六
・
七
月
に
は
田
の
水
か
え
を
し
、
そ
し
て
、
九

・
十
月
に
稲
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。
概
ね
春

S
秋
に
か
け
て
の
作
業
が
中
心
で
あ

っ
た
。
畑
作
業
は
、
一
年
を
通
じ
て
作
物
栽
培
に
必
要
な
肥
え
入
れ
や
士
入
れ
作

業
及
び
野
菜
等
の
栽
培
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
物
は
季
節
に
よ
り
異
な
る
が
、
茶
・

芋
・
菜
種
・
た
ば
こ
・
豆
・
唐
黍
・
茄
子
・
大
根
・
ね
ぎ
な
ど
で
あ
っ
た
。
山
作

業
は
、
田
の
作
業
が
終
わ
っ
た
十
一

S
三
月
の
冬
場
が
中
心
で
、
藪
の
手
入
れ
、

竹
切
り
、
下
草
刈
、
柴
刈
り
な
ど
で
あ
っ
た
。

小
林
家
の
農
作
業
の
特
色
は
、
田
畑
の
ほ
か
に
、
藪
・
山
が
あ
っ
た
こ
と
で
多

種
多
様
で
あ
っ
た
。
畑
作
は
ほ
ぼ
一
年
を
通
し
て
行
わ
れ
、
田
の
耕
作
と
山
仕
事

が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
七
・
八
月
は
祭
礼
な
ど
年
中
行
事
と
の
関
連

で
比
較
的
農
作
業
に
か
け
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
と
の
印
象
も
受
け
る
。

娯
楽
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
小
林
家
の
当
主
や
家
族
、
そ
し
て
奉
公
人
の
娯
楽
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
当
主
小
林
藤
十
郎
の
娯
楽
に
つ
い
て
目
を
引
く
の
は
、
「
囲
碁
」
と

「
酒
呑
み
」
で
あ
る
。
囲
碁
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
一
年
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
人
と
対
戦
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
酒
呑
み
」
も
交
流
活
動
を
手
助
け
す
る
意
味

合
い
も
あ
っ
た
の
か
、
来
客
相
手
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
さ
ら
に
祭
の
日
な
ど
は

村
人
に
も
酒
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

季
節
に
よ
る
娯
楽
は
、
一
月
「
う
さ
ぎ
狩
り
」
、
三
月
に
は
家
族
連
れ
で
「
桃

の
花
取
り
」
を
楽
し
ん
で
い
る
。
四
月
に
は
「
演
行
」
（
演
会
み
た
い
な
も
の

か
）
、
「
小
魚
・
小
貝
取
り
」
を
し
、
「
室
山
之
寺
棟
上
＿
＿
而
家
内
皆
連
候
て
見

3
 



四
日
に
か
け
て
、
そ
の
目
的
な
ど
が
わ

か
ら
な
い
が
、
京
都
山
城
へ
旅
行
し
、

樋
爪
家
に
逗
留
し
て
い
る
。

七
月
に
は
「
今
日
赤
堀
鈴
木
氏
被
参
、

終
日
遊
ひ
居
れ
」
（
七
月
二
日
条
）
と
、

ど
の
よ
う
な
過
ご
し
方
を
し
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
休
日
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

八
月
に
は
、
「
相
撲
見
物
」
「
う
な

ぎ
取
り
」
、
九
月
に
は
「
大
井
田
村
の

神
事
見
物
」
「
茸
か
り
」
な
ど
の
記
事

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ほ
か

木
曳
き
、
四
日
市
祭
、
買
い
物
な
ど
に

出

か

け

て

い

る

。

業

作

こ
れ
ら
は
、
棟
上
式
な
ど
の
儀
礼
に
農の家

関
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
遊
興
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
林ヽ-―
 
ー

農
事
や
役
務
の
合
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
遊

2
 

び

を

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

表

そ
し
て
、

こ
の
年
の
六
月
六

S
二
十

二行」と、隣村室山村法蔵寺の棟

上式を家族連れで見物にいってい

る。

月 田作業 畑作業 山作業 その他農作業、年中行事

I 
7. 野畑肥え荷ひ/30.枝 10. 13.20.21小矢場山
谷畑肥え入れ 下かり/25.松葉荷い
2. 茶木畑肥え入/15.中

5. 初午祭/25.そてつ植え
2 間畑土入れ/21.三昧の 16. 藪見

/28. 石かけ直し
切へこみ土荷
1. いも種据え/4.奥畑

3 27苗場
耕作/5.枝谷畑耕作/8. 15. 16. 孟宗竹垣／枝谷
井戸の下耕作/9.茶木 の藪師
畑いも植え/20.いも種
2. 向山茶摘み/3.茶摘

2. 小矢場田へ行く/3.苗 み/ 12. 谷畑土手掃除
4場げ肥え荷ひ/28.小矢 /14. 中ノ畑豆まき/23. 1. 枝谷藪垣師/11.藪見 6. いな池見分/17.村方休日
場田へ行く 茶摘み、畑見分/29.井

戸下寿師

1. 枝谷畑菜穂刈、奥畑
溝北菜種刈/8.たばこ

15. 16. 向山田植え/18. 植え/9.奥畑麦師、枝
27. 野上り休み/29.肥え荷

5小矢場田植え/21.22. 田 谷菜種もみ/12.小麦か
植え/26.小矢場田植え り/14.柿の木元土寄

ひ

/20. 唐黍植え/23.奥畑
草取り/24.野畑芋さし
3. 畑へ行</5. 井戸下

6,..._,24. 京都山城逗留／（虫
6 26. 小矢場田水かえ 耕作/30.茄子畑草刈 27. 野藪草削り

送り？）
り、肥え付け
22. 奥畑へ行く /23.小 15. 若者踊り/20.山神祭

7 18. 小矢場田へ行く 豆畑草取り、大根下栴 /21. 次祭踊り/28.麦つき
え/24.大根下持え /29. 豆こき
5. 畑へ行</22. ねぎ植
え/24.豆釣りの根堀 1. 豆たたき/2.豆こき/14.

8 /25. 井戸下畑へ行く
若者踊り

/26. 畑へ行</27. 蕎麦
へH!D.:z荷び

14. 枝谷大根畑へ肥え
8. 枝谷藪へ行</12. 藪

9 21. 秋師
付け/26.27. 芋堀

へ行</13. 竹切り/15.
、松木切り

16. 小矢場秋師/18.秋師
1. 畑へ行く/3.大根畑

10 /20向山田刈/22.秋師
へ行く、肥え付け/6.

7. 臼すり/26.臼すり
枝谷畑打ち/11.小麦蒔

/28. 井戸下田すき
き/12.芋掘/13.芋堀す
17. 18. 井戸下へ行く 4. 孟宗藪へ行く/6.井

11 /24. 奥畑へ行</29. 大 戸下へ行く/10.孟宗藪 2. 村方休日
根ひき 肥え荷ひ

3. 枝谷畑へ行</20. 野
4. 5. 7. 野藪へ行く

12 
畑肥え荷ひ

/21. 22. 小矢場山師
/26. 柴上ケ

西

安政6年「出入日記帳Jによる。事項の前の数字は日付。



信
仰
に
つ
い
て

年
中
行
事
と
の
関
連
で
、
小
林
家
も
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
に
関
す
る
儀
式
を
執
り

行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
目
を
引
く
の
は
、
神
社
仏
閣
へ
の
寄
進
や
講
活
動
で
あ
る
。
寄
進
に

つ
い
て
は
、
二
月
一
日
に
金
一
＿
一
分
を
「
室
山
法
蔵
寺
へ
き
し
ん
」
し
、
同
月
二
十

日
に
は
「
白
木
村
虚
空
蔵
井
開
娠
二
付
」
金
一
朱
を
寄
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
講

活
動
に
つ
い
て
は
、
「
今
日
積
立
講
勤
行
」
（
二
月
二
十
九
日
条
）
、
「
今
朝
寺

江
御
講
二
出
ル
」
（
六
月
二
十
八
日
条
）
、
「
寺
江
御
講
二
出
」
（
八
月
二
十
八

日
条
）
、
「
今
朝
御
講
二
出
ル
」
（
九
月
二
十
二
日
条
）
等
、
一
年
を
通
じ
て
旦

那
寺
で
あ
っ
た
本
誓
寺
の
講
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
講
と
は
、
法
会
の

(
3
5
)
 

意
味
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
十
月
以
降
十
二
月
ま
で
農
閑
期
と
な
っ
た
こ
と
で

「
内
山
権
七
講
」
(
+
月
二
十
七
日
条
）
、
「
平
助
元
講
」
(
+
月
二
十
九
日

条
）
、
「
羽
木
忠
蔵
講
」
（
十
一
月
十
五
日
条
）
、
「
三
太
夫
講
」
（
＋
二
月
十

八
日
条
）
な
ど
各
種
講
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
小
林
藤
十
郎
も
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
講
は
、
寺
で
の
講
と
は
別
の
意
味
合
い
で
、
金
融
組
合
、
相
互
扶
助
組
織
に

(
3
6
)
 

類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
行
事
や
つ
き
あ
い
も
含
め
て
、
初
午
行
事
・
神
社
の
織
立
て
、
奉
公

人
や
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
人
の
葬
儀
等
へ
の
参
列
に
関
す
る
記
事
も
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。

小
林
家
と
人
々
の
交
流

「
出
入
日
記
帳
」
に
は
、
小
林
家
に
出
入
り
し
た
客
の
名
前
が
多
数
記
載
さ
れ

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
客
が
訪
れ
、
飲
酒
、
話
、
囲

5
 

4
 

五

碁
・
将
棋
を
し
た
り
と
交
流
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
来
客
は
大
ま
か
に
、
親
戚

や
奉
公
人
、
商
売
人
、
旅
人
、
八
王
子
村
役
人
、
文
化
教
養
人
な
ど
に
分
け
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
文
化
教
養
人
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

(
3
7〉

み
た
い
。

日
記
に
は
、
「
石
丸
先
生
泊
メ
ル
」
（
二
月
二
十
三
日
条
）
、
「
ミ
田
梶
川
先

生
被
参
、
予
か
方
二
て
泊
メ
ル
」
（
五
月
二
十
四
日
条
）
、
「
主
礼
先
生
被
参
、

豊
田
二
て
泊
り
」
（
八
月
五
日
条
）
、
「
御
ロ
一
見
様
御
泊
り
」
(
+
月
七
日
(
3
8
)
 

条
）
、
「
東
嶺
様
御
見
舞
被
下
候
」
(
+
一
月
六
日
条
）
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

ま
た
、
時
期
は
前
後
す
る
が
、
七
月
二
十
四
日
に
は
「
今
昼
時
分
西
山
鎌
井
松

石
様
被
参
、
予
方
一
宿
被
成
候
」
、
翌
二
十
五
日
に
は
「
松
石
先
生
一
日
拙
宅
二

遊
ひ
被
居
候
処
、
夕
飯
後
西
山
ん
迎
参
候
ー
ー
付
、
御
帰
り
被
成
候
」
と
あ
る
。
こ

の
鎌
井
松
石
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
医
学
•
本
草
学
の
分
野
で
活
躍

(
3
9
)
 

し
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
、
西
山
に
居
住
し
、
こ
の
二
日
間
小
林
家
に
逗
留
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
月
二
十
八
・
ニ
十
九
日
に
は
、
「
今
夕
東
都
書
家
被
参
、
予
か
方
ニ

泊
メ
ル
」
「
今
朝
書
家
出
立
い
た
し
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
そ
の
詳
細
は
不

明
な
が
ら
も
書
家
を
泊
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
林
家
に
は
多
く
の
来
客
が
出
入
り
し
て
、
一
種
の
文
化
サ
ロ
ン
を
形
成
し
て

い
た
。
そ
の
基
底
に
は
、
小
林
家
の
当
主
が
文
化
的
な
知
識
や
教
養
を
主
体
的
に

受
容
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
や
小
林
家
が
上
層
農
民
で
経
済
的
に
余
裕
が
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、

次
章
で
金
銭
出
入
勘
定
を
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。



こ
こ
で
は
、
安
政
六
年
「
出
入
日
記
帳
」
か
ら
金
銭
の
出
入
勘
定
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
。
そ
の
方
法
は
、
金
銭
出
入
が
そ
の
都
度
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

(
4
 o) 

い
く
つ
か
の
項
目
を
設
定
し
て
分
析
を
行
う
。

（
一
）
出
金
（
表
3
)

「
出
入
日
記
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
出
金
項
目
は
、
正
月
五
＼
十
二
月
三
十

日
ま
で
三
六
九
項
目
（
淀
で
の
出
金
を
除
く
）
で
、
そ
の
額
は
金
二
九
三
両
三
分

と
銀
五
六
二
匁
二
分
九
厘
、
及
び
銭
七
二
貫
四
七
八
文
で
あ
る
。
こ
の
額
を
金
・

(
4
1
)
 

銭
換
算
し
て
み
る
と
、
金
三
一
三
両
二
分
三
朱
と
銭
三
一
七
文
ほ
ど
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
出
金
記
載
を
①
貸
金
、
②
利
足
、
③
給
金
、
④
手
間
賃
、

⑤
小
使
、
⑥
講
金
、
⑦
寄
進
、
⑧
祝
儀
、
⑨
礼
金
、
⑩
物
品
、
⑪
食
料
、
⑫
文

具
、
⑬
肥
料
代
、
⑭
薬
代
、
⑮
諸
入
用
、
⑯
そ
の
他
に
分
類
し
て
計
算
を
行
っ

(
4
2
)
 

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
を
除
く
各
項
目
を
大
き
く
括
り
直
す
と
、
①
②
貸
金
関

係
‘
③
＼
⑤
給
金
・
手
間
賃
関
係
、
④
S
⑨
講
・
祝
儀
関
係
‘
⑩
S
⑭
諸
買
物
関

係
、
⑮
諸
入
用
関
係
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

出
金
項
目
は
、
諸
買
物
関
係
の
支
出
が
多
く
、
次
い
で
講
・
祝
儀
関
係
、
貸
金

関
係
、
そ
し
て
、
諸
入
用
関
係
、
給
金
・
手
間
賃
関
係
の
順
と
な
る
。
諸
買
物
関

係
で
は
、
衣
料
品
・
住
居
関
連
の
物
品
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
肥
料
代
、
食

料
品
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
あ
え
て
、
文
具
を
別
立
て
し
た
の
は
、
小
林
家
に
は
(
4
3
)
 

文
化
教
養
人
の
来
客
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
具
等
の
割
合
を
み
る
た
め
で
あ
る
。

講
・
祝
儀
関
係
と
貸
金
関
係
の
割
合
は
拮
抗
し
て
い
る
。
講
関
係
は
講
へ
の
掛

小
林
家
の
経
営

け
金
に
関
す
る
出
金
で
あ
る
。
貸
金
関
係
は
、
小
林
家
の
財
力
を
物
語
る
も
の

で
、
そ
の
用
途
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
多
く
の
人
た
ち
へ
の
貸
付
金
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
諸
入
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
運
上
金
・
高
役
金
に
関
す
る
も
の
で
村

役
人
と
し
て
、
地
下
の
立
て
替
え
の
た
め
の
出
金
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
給
金
・
手

間
賃
関
係
で
あ
る
が
、
奉
公
人
を
雇
っ
て
農
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
あ

る
。
そ
の
費
用
で
あ
る
が
、
七
月
・
十
二
月
に
支
払
っ
て
お
り
、
給
金
や
日
用
は

半
期
毎
に
締
め
て
支
払
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
は
人
に

(
4
4
)
 

よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。

（
二
）
入
金
（
表
4
)

入
金
項
目
に
つ
い
て
は
、
正
月
五

S
十
二
月
大
晦
日
ま
で
ニ
―
五
項
目
で
、
そ

の
額
は
金
三
三
三
両
と
銀
六
二
六
匁
九
分
、
及
び
銭
四
五
貫
四
八
八
文
で
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
額
も
出
金
と
同
様
、
金
・
銭
換
算
し
て
み
る
と
、
金
三
四

九
両
一
分
三
朱
と
銭
三
四
八
文
ほ
ど
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
入
金
記
載
を
次
の
よ
う
な
項
目
に
分
類
し
て
み
る
。
①
返
金
、
②
利

足
、
③
手
間
賃
、
④
路
用
、
⑤
講
金
、
⑥
祝
儀
、
⑦
礼
金
、
⑧
物
品
、
⑨
食
料
、

⑩
肥
料
代
、
⑪
諸
入
用
、
⑫
そ
の
他
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
大
き
く
括
り

直
す
と
、
①
②
貸
金
返
金
関
係
、
③
④
手
間
賃
・
路
用
関
係
、
⑤
ー
⑦
講
・
祝
儀

関
係
、
⑧
S
⑩
諸
買
物
関
係
、
⑪
諸
入
用
関
係
と
な
る
。

入
金
項
目
は
、
諸
入
用
関
係
の
入
金
が
多
く
、
次
い
で
講
・
祝
儀
関
係
、
貸
金

返
金
関
係
、
諸
買
物
関
係
、
手
間
賃
・
路
用
関
係
の
順
と
な
る
。
諸
入
用
関
係
で

は
、
年
貢
米
や
年
貢
金
に
関
す
る
も
の
や
米
代
金
の
入
金
が
大
半
を
占
め
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
記
載
項
目
も
十
二
月
が
最
も
多
い
。

講
・
祝
儀
関
係
は
、
講
敷
金
と
い
う
名
目
で
の
保
証
金
や
手
付
金
の
入
金
に
よ

． 
ノ~ヽ



表3 安政6年出金一覧表

項目 内訳 項目数
金額

"' 
金 朱換算 銀 厘換算 銭（文）

貸金 16(12月7回） 21両2分2朱 346 500 

貸金関係 利足 5 (1• 7月2項目） 7両1分2朱 118 3匁 300 

合計 21 29両 464 3匁 300 500 

給金 22(7月II項目） 6両1分3朱 103 26匁5分2厘 2652 4973 

給金・手間賃関係
手間賃 18 (12月4項目） 1両3分3朱 31 40匁5分 4050 5638 

小使 15 (12月4項目） 3分l朱 13 17匁 1700 1837 

合計 55 9両3朱 147 84匁2厘 8402 12448 

講金 14(4• 10月3項目） 26両l朱 417 107匁3分8厘 10738 5083 

寄進 4(12月2項目） 3分l朱 13 120 

講・祝儀関係 祝儀 11 (2月4項目） 2両2分3朱 43 10匁 1000 300 

礼金 6(各月 1項目） 1両2分 24 12匁 1200 

合計 35 31両l朱 497 129匁3分8厘 12938 5503 

物品 66(12月18項目） 32両2朱 514 97匁1分 9710 6547 

食料 55(2月13項目） 4両3分2朱 78 52匁3分2厘 5232 5225 

諸買物関係
文具 5(7月2項目） 7匁2分 720 753 

肥料代 6 (5月2項目） 7両2朱 114 29匁5分 2950 6752 

薬代 10 (7月3項目） 2両 32 5匁 500 3432 

合計 142 46両2朱 738 191匁1分2厘 19112 22709 

諸入用関係 合計 7 (12月3回） 11両3朱 179 l匁 100 10296 

その他 合計 109 167両3朱 2675 177匁7分7厘 17777 21022 

出金合計 369 293両3分 4700 586匁2分9厘 58629 72478 

安政6年「出入日記帳」による。

表4安政6年入金一覧表

項目 内訳 項目数
金額

金 朱換算 銀 厘換算 銭（文）

返金 1 (3月） 1両 16 

貸金返金関係 利足 31 (12月20項目） 10両1分3朱 167 87匁 8700 3242 

合計 32 11両1分3朱 183 87匁 8700 3242 

手間賃 9 (7・12月4項目） 1分 4 16匁4分1厘 1641 1951 

手間賃・路用関係 路用 2 (7・12月） 3朱 3 170 

合計 11 1分3朱 7 16匁4分l厘 1641 2121 

講金 16 (12月6項目） 69両2分3朱 1115 47匁1分2厘 4712 12489 

講・祝儀関係
祝儀 2 (3・12月） 1分 44匁 400 311 

礼金 2 (7・12月） 3匁 300 400 

合計 20 69両3分3朱 1119 54匁1分2厘 5412 13200 

物品 12 (7月5項目） 2両l朱 33 64匁9厘 6409 755 

諸買物関係
食料 10(2月3項目） 5両1分2朱 86 21匁2分4厘 2124 5166 

肥料代 10(7月6項目） 1分1朱 5 37匁6分 3760 493 

合計 32 7両3分 124 122匁9分3厘 12293 6414 

諸入用関係 合計 23(12月10項目） 101両2朱 1618 100匁9分1厘 10091 198 

七
その他 合計 97 142両l分1朱 2277 245匁5分3厘 24553 20313 

入金合計 215 333両 5328 626匁9分 62690 45488 

安政6年「出入日記帳」による。



お
わ
り
に

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
落
金
や
預
か
り
金
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
貸
付
返
金

関
係
は
、
小
林
家
が
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る
金
の
利
息
の
入
金
が
多
い
。
地
主

と
し
て
の
側
面
が
見
ら
れ
る
。
諸
買
物
関
係
は
、
小
林
家
が
食
料
や
さ
ま
ざ
ま
な

物
品
や
干
鰯
な
ど
の
肥
料
の
販
売
に
伴
っ
て
の
入
金
と
思
わ
れ
る
。
手
間
賃
・
路

用
関
係
の
う
ち
、
手
間
賃
は
蚊
帳
の
釣
り
賃
が
ほ
と
ん
ど
で
、
路
用
は
路
用
残
金

の
入
金
で
あ
る
。

最
後
に
出
入
勘
定
に
よ
る
過
不
足
の
様
子
や
そ
の
特
色
を
見
よ
う
。

ま
ず
、
過
不
足
に
つ
い
て
は
、
出
入
金
額
が
、
金
・
銭
換
算
で
、
そ
れ
ぞ
れ

①
出
金
金
三
一
三
両
二
分
三
朱
と
銭
三
一
七
文
。

②
入
金
金
三
四
九
両
一
分
三
朱
と
銭
三
四
八
文
。

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
差
引
す
る
と
、
こ
の
年
は
、
金
三
五
両
三
分
と

銭
三
一
文
の
余
剰
金
が
出
て
黒
字
と
な
る
。
ま
た
、
出
入
金
の
特
色
か
ら
は
、

貸
付
金
に
対
す
る
利
息
返
金
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
給
金
・
手
間
賃
の
様
子
か
ら
地

主
と
し
て
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
把
握
で
き
る
。
さ
ら
に
出
入
と
も
講
金

に
関
す
る
金
額
が
大
き
い
。
講
に
多
く
の
掛
け
金
を
支
出
し
て
お
り
、
そ
の
反
対

(
4
5
)
 

給
付
（
入
金
）
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
林
家
に
残
る
日
記
を
も
と
に
し
て
、
居
村
で
あ
る
八
王
子

村
の
年
中
行
事
、
小
林
家
の
生
活
の
様
子
、
金
銭
出
入
勘
定
の
様
相
を
見
て
き

た
。
中
で
も
年
中
行
事
や
生
活
は
項
目
ご
と
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
た
め
に
、
季

節
ご
と
の
活
動
や
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
は
季
節
ご
と
の
小
林
家
全
体
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
は
、

事
例
紹
介
を
通
し
て
見
え
て
き
た
課
題
を
提
示
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

季
節
ご
と
見
て
み
る
と
、
正
＼
三
月
頃
（
春
）
は
、
年
頭
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
る

村
役
人
と
し
て
の
仕
事
、
農
事
で
は
山
で
の
下
草
刈
作
業
、
村
と
の
関
連
で
初
午

祭
・
厄
祓
い
な
ど
が
あ
っ
た
。
村
役
人
・
農
事
・
祭
行
事
等
に
平
均
的
に
力
を
注

い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
四
＼
六
月
頃
（
夏
）
は
茶
摘
み
・
田
植
え
・
麦
刈
と
農

作
業
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
村
で
も
労
働
休
み
と
し
て
二
日
間
の
休
日
を
設
定
し

て
お
り
、
農
事
に
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
た
。
七
＼
九
月
（
秋
）
に
は
村
祭
り

が
集
中
し
、
八
月
に
は
、
村
の
最
大
行
事
で
あ
る
土
地
割
り
替
え
作
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
は
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
村
人
の
生
活
を
左
右
す
る
も
の

で
、
村
に
と
っ
て
こ
の
時
期
は
非
常
に
重
要
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
十
S
十
二

月
（
冬
）
に
か
け
て
は
、
十
月
の
取
り
入
れ
（
稲
刈
り
）
を
終
え
た
あ
と
は
、
山

仕
事
へ
と
農
事
が
移
る
。
十
一
＼
十
二
月
の
小
林
家
は
村
役
人
と
し
て
の
活
動
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
す
な
わ
ち
、
年
貢
上
納
作
業
を
庄
屋
と
と
も
に
行
う
の
で
あ

る。
こ
の
よ
う
に
、
小
林
家
の
一
年
は
、
生
産
基
盤
で
あ
る
農
事
を
中
心
に
、
村
の

年
中
行
事
、
そ
し
て
村
役
人
と
い
う
役
務
に
基
底
さ
れ
た
生
活
と
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
そ
の
合
間
に
は
囲
碁
や
飲
酒
・
茶
会
・
相
撲
見
物
・
松
茸
か
り
な
ど
の

娯
楽
が
あ
っ
た
。
労
働
と
休
息
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
生
活
の
背
景
に
は
、
小
林
家
の
経
営
が
黒
字
で
あ
り
、
安

定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
基
盤
が
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

一
村
落
、

と
こ
ろ
で
、
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
特
定
時
期
の
日
記
を
素
材
に
し
て
、

一
農
家
（
上
層
農
民
）
の
様
相
を
捉
え
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ

ノ＼



房、

一
九
九
六
年
）
。

(13) 

(
4
)
定
兼
学
『
近
世
の
生
活
文
化
史
』
清
文
堂
、
一
九
九
九
年
。

(
5
)
水
本
邦
彦
「
近
世
の
農
民
生
活
ー
庄
屋
の
活
動
と
交
遊
関
係
か
ら
ー
」

（
『
絵
図
と
景
観
の
近
世
』
校
倉
書
房
、
二

0
0
二
年
）
。

(
6
)
大
藤
修
「
村
落
の
生
活
文
化
ー
駿
河
国
駿
東
郡
御
厨
地
域
を
場
と
し
た
ー
」

（
『
近
世
の
村
と
生
活
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
一
年
）
。

(
7
)
藪
田
貫
「
話
し
こ
と
ば
と
古
文
書
」

（
『
女
性
史
と
し
て
の
近
世
』
校
倉
書

「
豊
臣
秀
吉
知
行
目
録
」

年
）
に
は
、
東
日
野
村
、
を
ひ
ら
村
、

書
き
記
さ
れ
て
い
る
。

(12) 

(
4
6
)
 

と
で
あ
る
。
視
点
を
変
え
て
見
れ
ば
、
異
な
っ
た
も
の
も
見
え
て
く
る
し
、
上
層

農
民
で
あ
っ
た
小
林
家
は
一
般
農
民
と
も
暮
ら
し
ぶ
り
は
違
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
記
か
ら
だ
け
で
も
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
近
世
農
民

世
界
の
様
子
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
も
記
し
た
が
、
今
日
の
歴
史
学
研
究
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
年
中
行
事
や
農
民
の
日
常
生
活
の
様
子
を
、
民
俗
学
・
社
会
学
で
取
り

(
4
1
)
 

組
ま
れ
て
い
る
手
法
や
史
料
な
ど
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
日
常
の
生
活
を
立
体
的
に
描
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
史
料

の
利
用
、
さ
ら
に
は
、
一
村
落
、
地
域
社
会
、
領
主
と
の
関
係
も
含
め
て
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
。

(
1
)
高
橋
敏
『
近
世
村
落
生
活
文
化
史
序
説
』
ー
上
野
国
原
之
郷
村
の
研
究
ー
未

来
社
、
一
九
九

0
年。

(
2
)
大
藤
修
『
近
世
農
民
と
家
・
村
・
国
家
』
吉
川
弘
文
館
、

『
近
世
の
村
と
生
活
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
一年。

(
3
)
木
村
礎
編
著
『
村
落
景
観
の
史
的
研
究
』
八
木
書
店
、

『
村
落
生
活
の
史
的
研
究
』
八
木
書
店
、
一
九
九
四
年
。

一
九
九
六
年
。
同

一
九
八
八
年
。
同

(
8
)
山
本
光
正
『
幕
末
農
民
生
活
誌
』
同
成
社
、
二

0
0
0
年。

(
9
)
成
松
佐
恵
子
『
庄
屋
日
記
に
み
る
江
戸
の
世
相
と
暮
ら
し
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二

0
0
0
年。

(10)
小
林
家
は
幕
末
期
に
は
、
八
王
子
村
の
年
寄
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
林
家

は
、
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
八
王
子
村
や
他
村
と
の

入
会
地
で
あ
っ
た
「
日
永
野
」
を
請
け
負
っ
て
新
田
の
開
発
を
し
た
家
で
も
あ

る
。
慶
応
元
年
(
-
八
六
五
）
に
は
、
小
林
家
が
開
発
し
た
新
田
を
「
小
林
新

田
」
と
命
名
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
10
年
が
か
り
で
新
田
開
発

に
着
手
」
（
『
発
見
！
三
重
の
歴
史
』
新
人
物
往
来
社
、
二

0
0
六
年
）
。
現

在
、
こ
の
日
記
帳
も
含
め
、
幕
末

S
明
治
前
期
に
か
け
て
の
文
書
ニ
―
点
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

(
1
1
)
こ
の
論
考
は
、
町
民
向
け
に
執
筆
し
た
八
王
子
町
の
歴
史
民
俗
冊
子
（
四
日

市
市
八
王
子
町
自
治
会
文
化
教
養
部
編
『
ふ
る
さ
と
八
王
子
今
と
昔
—
'
歴
史
民
俗

文
化
遺
産
ー
』
、
二

0
0
八
年
、
以
下
、
本
の
題
名
の
み
表
記
す
る
）
を
元
に
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
節
立
て
を
変
え
、
註
を
付
し
、
さ
ら
に
金
銭
出
入
勘
定
の
分

析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
歴
史
民
俗
冊
子
執
筆
作
成
過
程
で
、
町
民
か
ら
江
戸
時
代

の
農
民
の
生
活
が
わ
か
ら
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
も
執
筆
の
動
機
の
一
っ

で
あ
る
。
さ
ら
に
民
俗
学
の
研
究
で
は
、
時
間
軸
が
曖
昧
と
な
る
傾
向
が
あ
り
、

歴
史
史
料
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
そ
の
点
は
あ
る
程
度
解
消
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

「
桑
名
領
在
々
知
行
目
録
」

五

（
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
世
1
、 一

九
九
三

（
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
世
1
、

そ
い
村
、
高
角
村
、
八
王
寺
村
の
村
名
が

一
九
九
三



（
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
世
3
上
、
二

0

「
八
王
子
村
村
誌
」
四
日
市
市
四
郷
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
保
管
。
今
回
は

『
ふ
る
さ
と
八
王
子
今
と
昔
』
掲
載
分
を
利
用
し
た
。

(
1
6
)
豊
田
氏
が
大
庄
屋
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の

は
、
安
永
九
年
（
一
七
八

0
)
の
東
富
田
村
の
漁
師
た
ち
が
浜
之
洲
屋
敷
へ
の
引

越
を
願
い
出
た
書
類
で
、
そ
の
中
に
は
「
大
庄
屋
豊
田
三
郎
右
衛
門
様
」

（
『
四
日
市
市
史
』
第
九
巻
四
四
二
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
人
物
は
天
明

四
年
（
一
七
八
四
）
七
月
か
ら
寛
政
二
年
（
一
七
九

0
)
七
月
ま
で
桑
名
藩
の
代

官
に
抜
擢
さ
れ
た
。
ま
た
、
寛
政
五
年
か
ら
豊
田
嘉
十
郎
が
何
年
か
代
官
を
務
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
天
保
十
三
年
(
-
八
四
二
）
に
八
王
子
村
が
幕
領
と
な
る
直

前
の
五
月
、
豊
田
三
郎
右
衛
門
は
、
中
野
村
（
現
四
日
市
市
）
の
天
春
九
郎
右
衛

門
と
と
も
に
忍
藩
の
飛
地
（
三
重
•
朝
明
・
員
弁
郡
）

の
代
官
を
仰
せ
付
け
ら
れ

た
（
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
世
2
)
。
そ
の
後
、
幕
領
期
の
弘
化
三
年
(
-
八

四
六
）
に
は
、
八
王
子
村
庄
屋
豊
田
嘉
十
郎
は
、
八
王
子
村
の
庄
屋
だ
っ
た
が
、

信
楽
代
官
か
ら
は
「
村
々
取
締
方
」
も
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。

(
1
7
)
「
幕
領
か
ら
忍
藩
領
へ
支
配
替
え
時
の
御
用
向
留
帳
」
（
『
三
重
県
史
』
資

料
編
近
世
3
上
、
二

0
0
八
年
）
。
な
お
、
こ
の
御
用
所
は
、
嘉
永
七
年
(
-
八

五
四
）
大
矢
知
陣
屋
が
支
配
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
そ
の
役
目
を
終
え
た
。

(
1
8
)
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
「
八
王
子
村
村
指
出
し
帳
」
。
今
回
は
、
『
ふ
る

さ

と

八

王

子

今

と

昔

』

掲

載

分

を

利

用

し

た

。

．

(
1
9
)
こ
の
史
料
は
、
「
安
政
六
年
出
入
日
記
脹
」
（
『
ふ
る
さ
と
八
王
子
今
と

昔
』
所
収
）
と
し
て
一
部
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
再
度
原
本
に
当
た
っ

(15) 
年
）
。

(14) 

「
伊
勢
国
飛
地
と
陣
屋
役
人
」

0
八
年
）
。

号、 て
検
討
を
行
う
。

(
2
0
)
天
気
は
、
日
々
の
生
活
、

と
り
わ
け
農
事
に
必
要
な
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
蓄
積
し
た
も
の
を
毎
年
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
藤
修
氏
は
「
農
耕
の

営
み
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
農
民
た
ち
は
こ
と
の
ほ
か
気
象
に
敏
感
で
あ

っ
た
。
文
字
が
農
民
の
間
に
も
浸
透
し
た
近
世
に
は
農
民
の
手
に
な
る
日
記
も
多

く
生
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
天
侯
に
つ
い
て
恒
常
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の

が
通
例
で
あ
る
」
（
「
村
落
の
生
活
文
化
」
『
近
世
の
村
と
生
活
文
化
』
吉
川
弘

文
館
、
二

0
0
一
年
）
と
し
て
い
る
。
天
候
の
情
報
を
書
き
記
す
の
は
小
林
家
だ

け
の
特
色
で
は
な
く
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(21)
註

(
9
)
成
松
前
掲
書
。

(
2
2
)
古
川
貞
雄
『
増
補
村
の
遊
び
日
』
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
二

0
0
三
年
。

(
2
3
)
拙
稿
「
江
戸
時
代
の
休
日
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
？
」
（
『
発
見
！
三
重
の

歴
史
』
新
人
物
往
来
社
、
二

0
0六
年
）
。

(24)
註

(
2
2
)
古
川
前
掲
書
で
も
同
様
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
2
5
)
八
王
子
村
の
行
事
で
は
な
い
が
、
二
月
二
十
三
日
と
二
十
六
日
に
は
他
村
か

ら
獅
子
舞
が
来
て
い
る
。

(
2
6
)
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
世
4
下
第
三
節
流
行
病
節
解
説
。

(
2
7
)
株
地
制
度
に
つ
い
て
は
、
加
藤
政
次
郎
『
伊
勢
の
株
地
制
度
考
』

六
年
）
。
井
上
正
秀
「
近
世
桑
名
領
内
の
地
割
制
度
」

号
、
一
九
六
四
年
）
、
同
「
株
地
制
度
の
消
滅
過
程
」

一
九
六
四
年
）
が
あ
る
。

（
一
九
三

（
『
ふ
び
と
』
第
ニ
―

（
『
ふ
び
と
』
第
二
二

(
2
8
)
「
安
政
六
年
出
入
日
記
暖
」
「
明
治
二
年
出
入
日
記
帳
」
。
明
治
六
年
の
日

記
帳
に
は
株
地
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
地
租
改
正
事
業
と
の

関
連
で
消
滅
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四
0



る。 が
、
日
記
帳
に
は
、

「
先
生
」

「
様
」
と
あ
る
人
物
を
中
心
に
取
り
上
げ

入
れ
た
。

四

「

小

矢

場

」

「

奥

畑

」

「

井

戸
下
」
と
呼
ば
れ
た
小
字
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
小
字
の
場
所
か
ら

推
測
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
田
畑
・
藪
・
山
と
な
る
。
た
だ
し
、
藪
・
山
に
つ
い
て

は
、
所
持
地
で
は
な
く
、
こ
の
場
所
へ
立
ち
入
る
権
利
を
有
し
て
い
た
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
課
題
と
し
た
い
。

(35)
毎
月
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
は
仏
典
を
講
義
す

る
よ
う
な
法
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
3
6
)
こ
ち
ら
の
講
は
、
講
金
の
掛
け
金
の
記
事
が
し
ば
し
ば
散
見
さ
れ
、
金
融
と

関
連
し
て
の
講
組
織
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(37)
文
化
教
養
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
を
指
す
の
か
非
常
に
難
し
い
が
、
こ
こ

で
は
、
敬
称
に
注
目
し
、

(42)

こ
の
中
で
、
①

S
⑮
は
、
項
目
に
そ
れ
ら
の
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合

を
中
心
に
、
物
品
な
ど
品
物
と
明
か
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
入
れ
た
。
だ

た
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
そ
の
他
の
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、

①
S
⑮
項
目
に
該
当
し
な
い
も
の
や
「
室
山
小
左
衛
門
へ
」
「
幸
吉
へ
」
(
+
ニ

月
十
六
条
）
な
ど
ど
の
よ
う
な
名
目
で
出
金
さ
れ
た
の
か
使
途
が
不
明
な
も
の
を

(43)

多
く
の
来
客
が
あ
り
、
文
具
等
文
化
教
養
に
関
す
る
費
用
の
特
色
が
見
ら
れ

「
野
畑
」

「
枝
谷
」

「
向
山
」

(31) 

(32) 

る。

た
だ
、
こ
の
作
業
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
間
隔
で
実
施
さ
れ
て
い
た
の
か
、

た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
た
の
か
な
ど
、

ま

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ

八
王
子
村
の
南
を
西
か
ら
東
へ
と
流
れ
る
天
白
川
（
笹
の
川
）
は
、

ば
氾
濫
源
と
な
っ
た
。
慶
安
三
年
（
一
六
五

0
)
の
大
水
害
の
ほ
か
に
、
安
永
二

し
ば
し

年
（
一
七
七
三
）
、
享
和
二
年
(
-
八

0
二
）
に
も
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
あ

っ
た
（
「
天
白
川
の
氾
濫
と
災
害
」
『
ふ
る
さ
と
八
王
子
今
と
昔
』
所
収
）
。

(
3
3
)
小
林
家
の
常
時
の
奉
公
人
は
二
人
、
農
繁
期
に
は
多
数
の
日
雇
い
人
を
雇
っ

て
農
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

(
3
4
)
小
林
家
の
幕
末
期
の
所
持
地
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

る。

(40)
な
お

「
出
入
日
記
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
銭
単
位
は
、
こ
の
地
域
の

本
草
学
に
関
す
る
研
究
書
を
著
す
と
と
も
に
、
地
誌
や
郷
土
史
に
つ
い
て
も
造
詣

が
深
く
、
明
治
期
に
は
県
や
国
の
委
託
を
受
け
て
墳
墓
の
調
査
な
ど
を
行
っ
た
人

物
で
あ
っ
た
（
『
四
日
市
市
史
』
第
十
七
巻
通
史
編
近
世
、

特
色
も
あ
り
、
金
・
銀
・
銭
の
三
種
類
あ
り
、

そ
れ
ら
が
入
り
交
じ
り
合
っ
て
い

(
4
1
)
金
・
銀
・
銭
の
換
算
基
準
は
、
奉
公
人
の
給
金
（
「
お
と
せ
十
七
人
分
六
十

四
文
ッ
ツ
日
よ
」
七
月
十
三
日
条
）
、
講
金
勘
定
（
「
金
九
両
弐
朱
、
札
拾
弐
両

壱
分
弐
朱
、
銭
五
貫
文
、
此
金
廿
弐
両
壱
分
卜
壱
分
壱
り
」
十
一
月
二
日
条
）
、

利
息
金
勘
定
（
「
六
両
壱
分
、
此
分
札
三
両
五
匁
、
銭
拾
貫
四
十
八
文
、
右
差
引

二
而
受
取
」
十
一
月
二
十
日
条
）
な
ど
を
平
均
化
し
た
も
の
で
、
金
一
朱
1
1

銀
四

1
0
厘
1
1

銭
四
一

0
文
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
、
開
国
に
伴
っ
て
貨
幣
相

場
の
変
動
が
激
し
く
、
こ
の
換
算
比
率
は
か
な
り
大
雑
把
な
数
値
で
あ
る
こ
と
を

断
っ
て
お
く
。

(39)
松
石
は
、

(29)
小
林
家
文
書
「
安
政
六
年
出
入
日
記
帳
」
。

(30)
小
林
家
文
書
「
明
治
二
年
出
入
日
記
帳
」
。

『
三
重
本
草
』
五

0
巻、

そ
の
他
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

(38) 

「
東
嶺
様
」
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
九
年
）
。

『
三
重
県
博
物
誌
』
六
巻
な
ど
多
く
の

四
日
市
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、



あ
っ
た

(44) 

（
ふ
じ
た
に
あ
き
ら

二
重
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
）

だ

る
か
と
は
思
っ
た
が
、
こ
の
日
記
帳
か
ら
は
残
念
な
が
ら
明
確
な
特
色
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

(46) 
一
例
と
し
て
、
西
日
野
村
勘
蔵
の
八
月
二
十

S
三
十
一
日
の
給
金
は
一
分
で

（
九
月
二
十
二
日
条
）
、
ま
た
、
お
と
せ
へ
支
払
っ
た
一
七
人
分
の
日
用

「
天
気
」

は
六
四
文
づ
つ
（
七
月
十
三
日
条
）
と
あ
り
、
参
考
に
な
る
。

(45)
安
政
六
年
分
は
黒
字
経
営
で
あ
っ
た
が
、
他
の
年
が
ど
の
よ
う
な
収
支
で
あ

っ
た
の
か
は
、
そ
の
年
々
の
帳
簿
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
即
断
で
き
な
い
。
そ

れ
ら
に
つ
い
て
は
後
日
に
期
し
た
い
。

「
食
料
」
「
出
か
け
先
」

「
雇
用
形
態
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
項

目
が
考
え
ら
れ
る
。

(47)

い
わ
ゆ
る
私
文
書
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
中
に
は
、
祝
儀
帳
や
香
典
帳

な
ど
民
俗
的
な
関
係
の
史
料
も
含
ま
れ
る
。

〔
付
記
〕
こ
の
論
考
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
史
料
所
蔵
者
で
あ
る
小
林
良
隆
氏

に
は
、
閲
覧
や
聞
き
取
り
、
さ
ら
に
は
史
料
の
掲
載
等
格
別
の
御
協
力
を
い
た

い
た
。
記
し
て
御
礼
に
か
え
た
い
。

四


